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平成 20 年３月期 決算概況 
                                                                  平成 20 年５月 12 日 

会 社 名          中部国際空港株式会社              ＵＲＬ http://www.centrair.jp 

代 表 者          （役職名)代表取締役社長（氏名）稲葉 良睍 

問 合 せ 先 責 任 者          （役職名)経 理 部 長       （氏名）桜井 善治    TEL（0569）38-7777（代表） 

定時株主総会開催予定日     平成 20 年６月 19 日       

有価証券報告書提出予定日    平成 20 年６月 19 日 

（百万円未満切捨て） 

１．平成 20 年３月期の連結業績（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

(1）連結経営成績                           （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高         営 業 利 益         経 常 利 益         当 期 純 利 益         

 百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 52,876 0.7  6,645 △13.7 679 △60.5 296 △75.0

19年３月期 52,526 △0.2  7,696 △14.8 1,718 △25.7 1,186 △43.8

 

 
１ 株 当 た り       

当 期 純 利 益       

潜在株式調整後      

１株当たり当期純利益      

自 己 資 本      

当期純利益率      

総 資 産      

経常利益率 

売 上 高      

営業利益率 

  円 銭   円 銭 ％ ％  ％

20年３月期  177 36   － 0.4 0.1  12.6

19年３月期  708 85   － 1.5 0.3  14.7

(参考)  持分法投資損益 20年３月期 － 百万円 19年３月期 － 百万円   

 

 (2）連結財政状態 

 総 資 産         純 資 産         自 己 資 本 比 率         １株当たり純資産         

 百万円  百万円 ％ 円 銭

20年３月期 543,968  83,559 15.2 49,399 53

19年３月期 551,712  83,226 14.9 49,222 17

(参考)  自己資本 20年３月期 82,663百万円 19年３月期 82,366 百万円  

 

(3）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による         

キャッシュ・フロー         

投資活動による         

キャッシュ・フロー         

財務活動による         

キャッシュ・フロー         

現金及び現金同等物         

期 末 残 高         

  百万円   百万円 百万円  百万円

20年３月期  17,987   △ 10,823 △ 7,003  3,374

19年３月期  17,918   △ 11,456 △ 6,133  3,212

 

２．配当の状況 

 1 株当たり配当金 

（基準日） 期末 年間 

配当金総額 

（年額） 

配当性向 

（連結） 

純資産配当率

（連結） 

 円 銭  円 銭 百万円 ％  ％

19年３月期  －  0 00 － －  －

20年３月期  －  0 00 － －  －

21年３月期(予想)  －  0 00  －   

 

３．平成 21 年３月期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高       営 業 利 益       経 常 利 益      当期純利益      
1株当たり      

当期純利益 

  百万円 ％   百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％   円 銭  

通期  53,300 0.8   6,300 △5.2 300 △55.8 100 △66.3   59 76
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４．その他 

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動）   無 

(2）連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更   有 

 ② ①以外の変更          有 

 （注）詳細は、14ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」及び16ページ「表示方法の変更」を

ご覧ください。 

(3）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年３月期 1,673,360株 19年３月期 1,673,360株 

② 期末自己株式数 20年３月期 － 株 19年３月期 － 株 

 （注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、19 ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。 

 

（参考）個別業績の概要 

１．平成 20 年３月期の個別業績（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

(1）個別経営成績                           （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高         営 業 利 益         経 常 利 益         当 期 純 利 益         

 百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 52,583 0.5  6,299 △14.3 472 △68.9 214 △80.7

19年３月期 52,330 △0.3  7,349 △14.4 1,516 △24.5 1,114 △45.5

 

 
１ 株 当 た り       

当 期 純 利 益       

潜在株式調整後       

１株当たり当期純利益       

  円 銭   円 銭

20年３月期  128 36   －

19年３月期  666 24   －

 

(2）個別財政状態 

 総 資 産         純 資 産         自 己 資 本 比 率         １株当たり純資産         

 百万円  百万円 ％ 円 銭

20年３月期 541,432  82,864 15.3 49,519 64

19年３月期 548,922  82,649 15.0 49,391 28

(参考)  自己資本 20年３月期 82,864百万円 19年３月期 82,649百万円  

 

２．平成 21 年３月期の個別業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高       営 業 利 益       経 常 利 益      当期純利益      
1株当たり      

当期純利益 

  百万円 ％   百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％   円 銭  

通期  53,100 1.0   6,100 △3.2 200 △57.6 50 △76.7   29 88

  

 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 （将来に関する記述等についてのご注意） 

  本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報

に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって上記予想と異なる場合があ

ります。 
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添付資料１．経営成績 

 

(1）経営成績に関する分析 

当期におけるわが国経済は、原油など原材料費の高騰、株価低迷などによる日本経済・企業の成長鈍化が

あり、また個人の消費控え・旅行控えが見られた結果、日本人の航空旅客需要や、航空貨物輸送の需要が伸

び悩みました。 

このような情勢の中で、当連結グループでは、各種の需要喚起や集客事業等を積極的に行い、経営基盤の

強化及び需要の拡大に取り組んできました。 

 

空港事業については、安全で安心な空港運営の確保に日々努めました。また、国際民間航空機関(ＩＣＡＯ)

の標準・勧告方式で各国の国際空港において整備すべきとされている安全管理システム(ＳＭＳ)の充実に向

けた活動を進めるとともに、平成 19 年８月に発生したバードストライクを受け、対策本部を設置して各種

対策を実施し、安全運航に努めました。 

ネットワークの拡充としては、前期にヘルシンキやドバイ線の新規就航、中国路線等の大幅な拡充があり

ましたが、当期は燃料費の高騰もあって特に貨物便の運休・減便が相次ぎました。そのため、地元と一体と

なって北米系航空会社・新興航空会社へのセールスを一層強化致しました。また顧客のニーズの把握及び利

用促進に向けた施策の検討に取り組み、貨物経由便ネットワーク「セントレア・コネクション」を始め、航

空会社等と連携して新たな施策を実施致しました。 

需要喚起としては、前期に引き続き、地元民放テレビ局とタイアップした旅行番組を放送し、また「でら

九州プロジェクト」等、航空会社・旅行会社とタイアップした旅行需要喚起プロモーションを実施しました。

さらには当空港の営業戦略を紹介し、広く空港利用拡大を目指す事業説明会「セントレア・ビジネス・ミー

ティング」を開催致しました。 

当空港をご利用になるお客様の利便性向上策としては、立体駐車場の増設や貨物地区駐機場の拡張、第３

国際貨物上屋の建設を行い、供用を開始しました。また、国際線バスラウンジ棟の建設に着手しました。 

平成 20 年３月 31 日現在の国際線の就航便数は、旅客便が 329 便/週（前期比 93.7％）、貨物便が 25 便/

週（同 51.0％）と、平成 19 年３月 31 日時点を下回っています。 

その他の当期の運営状況につきましては、国際線旅客数が約 556 万人（同 101.8％）、国内線旅客数が約

625 万人（同 95.9％）、国際貨物取扱量は約 20.6 万トン（同 86.7％）、航空機の発着回数は国際線が約 4.1

万回（同 105.0％）、国内線が約 6.1 万回（同 90.7％）となっています。 

 

商業事業については、航空機を利用されるお客様や来港されるお客様へのサービス向上を引き続き進めま

した。国際線制限エリアにおいては、お客様にとって魅力ある品揃えを強化するため、免税店で「ＴＵＭＩ」、

「資生堂グローバルライン」等新規ブランドの導入を積極的に進めるとともに、飲食店舗「ＤＥＬＩ＆ＣＡＦＥ」

を拡大し、朝定食などメニューを充実致しました。非制限エリアにおいては、直営飲食店の「海上楼」、「第

２プレミアムラウンジ」がオープンし、また人気の展望風呂のある総合リラクゼーション施設「くつろぎ処」

や、オリジナルキャラクターを扱う「セントレアフレンズ」をリニューアル致しました。また前期に引き続

き、姉妹空港であるミュンヘン空港内の醸造所で作られた生ビール「エアブロイ」の販売を行い、好評をい

ただきました。 

集客催事としては、地元をＰＲするイベントとして、地元の５市５町自治体が主催した知多半島観光物産

展、またセントレアからの就航地をＰＲするイベントとして、新千歳空港と共催した「まるごと北海道」、

ユナイテッド航空就航３周年を記念し、アメリカ西海岸主要都市の魅力をお伝えした「もっとアメリカ西海

岸」等、多種多様な集客催事を実施し、多くのお客様にセントレアをご利用いただきました。 

 

以上の結果、当連結グループの売上高は前期比 0.7％増の 52,876 百万円となり、過去 高となりました。

一方、各種の需要喚起策の実施による販売費の増加や減価償却費及び施設維持に係る費用の増加により営業

利益は前期比 13.7％減の 6,645 百万円、経常利益は前期比 60.5％減の 679 百万円、当期純利益は前期比

75.0％減の 296 百万円となりました。 
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(2）財政状態に関する分析 

  キャッシュ・フローの状況 

 当期末における現金及び現金同等物は、前期末に比べ 161 百万円増加し、3,374 百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、17,987 百万円の収入となり、前期に比べ 68 百万円の収入の増加

となりました。これは、主に前期に比べ、税金等調整前当期純利益が 903 百万円減少した一方、減価償却費

が 791 百万円増加したことに加え、未収消費税等の減少額が 167 百万円となったことによるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、10,823 百万円の支出となり、前期に比べ 633 百万円の支出の減

少となりました。これは、主に、有形固定資産の取得による支出が 10,562 百万円と前期に比べ 295 百万円

減少したことによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、7,003 百万円の支出となり、前期に比べ 870 百万円の支出の増加

となりました。これは、主に、長期借入金の返済による支出が前期に比べ 44,666 百万円減少した一方、前

期に比べ長期借入れによる収入が 42,237 百万円減少、短期借入金による収入が 3,000 百万円減少したこと

によるものです。 

 

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

平成 18 年５月に策定した「事業環境の激変に向けた セントレアグループ中期経営戦略(2006－2009 年

度)」のもと、黒字体質の定着に向けて経営基盤の強化を図り、まずは、累積損失の解消に全力を尽くして

いきます。 
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添付資料２．企業集団の状況 

 

当連結グループは、当社及び子会社５社により構成されています。 

当連結グループの営んでいる主要な事業内容は次のとおりです。 

【空港事業】 

 中部国際空港の設置及び管理、航空機の離発着の安全を確保するために必要な航空保安施設の設置及び

管理、航空旅客及び航空貨物の取扱施設、航空機給油施設その他の機能を確保するために必要な施設並び

に利用者の利便に資するために適当と認められる事務所、店舗その他の建設及び管理を行っています。 

事業の内容 会社名 

空港の管理運営事業 当社 

電気熱供給事業 中部国際空港エネルギー供給㈱ 

情報通信設備保守管理事業 中部国際空港情報通信㈱ 

空港施設保守管理事業 中部国際空港施設サービス㈱ 

航空機給油施設保守管理事業 中部国際空港給油施設㈱ 

 

【商業事業】 

 中部国際空港施設内の免税店、小売店、飲食店等の直営商業店舗の運営事業等を行っています。 

事業の内容 会社名 

直営商業事業 当社 

直営商業店舗運営事業等 中部国際空港旅客サービス㈱ 

 
以上に述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お 

客 

様 

 

 

 

 
空港サービス

の提供 

施設等の賃貸 

 

 

 

 

商品の販売、 

飲食等各種

サービスの

提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部国際空港（セントレア） 

空港事業 

中
部
国
際
空
港
㈱ 

商業事業 

中部国際空港エネルギー供給㈱ 

(電力、温冷水等の供給) 

中部国際空港情報通信㈱ 
（情報通信設備の保守管理、電気通信事業）

 

中部国際空港施設サービス㈱ 
（空港施設全般の運転監視、設備の保守管理） 

中部国際空港給油施設㈱ 

（航空機給油施設の保守管理） 

 

 

中部国際空港旅客サービス㈱ 

（商品の販売、直営商業店舗運営等）
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連結子会社の概要は以下のとおりです。 

 

名 称      住 所    資本金
主要な事業

の内容 

議決権

の所有

割 合   

関 係 内 容            

   百万円     ％  

中 部 国 際 空 港         

エネルギー供給㈱ 

愛 知 県 

常 滑 市 
1,600

電  気

熱 供 給    

事 業    

51.0

 当社は同社より電力、温冷水等を購入

しています。また、業務委託契約に基づ

き、当社が経理、調達業務等を受託して

います。 

 なお、同社は当社から土地を賃借し、

１名の出向社員を受け入れています。 

 役員の兼任…５名 

中 部 国 際 空 港         

情 報 通 信 ㈱         

愛 知 県 

常 滑 市 
120

情報通信

設備保守

管理事業

51.0

 同社は当社から情報通信設備の保守

管理業務等を受託しています。また、業

務委託契約に基づき、当社が経理、調達

業務等を受託しています。 

 なお、同社は当社から事務所を賃借し、

１名の出向社員を受け入れています。 

 役員の兼任…２名 

中 部 国 際 空 港         

旅客サービス㈱         

愛 知 県 

常 滑 市 
50

旅客案内

及び直営

商業店舗

運営事業

100.0

 同社は当社から旅客案内、店舗運営業

務等を受託しています。また、業務委託

契約に基づき、当社が経理、調達業務等

を受託しています。 

 なお、同社は当社から事務所を賃借し、

１名の出向社員を受け入れています。 

 役員の兼任…４名 

中 部 国 際 空 港         

施設サービス㈱         

愛 知 県 

常 滑 市 
40

空港施設

保守管理

事 業    

100.0

 同社は当社から空港施設の運転監視、

設備の保守管理業務等を受託していま

す。また、業務委託契約に基づき、当社

が経理、調達業務等を受託しています。

 なお、同社は当社から事務所を賃借し、

６名の出向社員を受け入れています。 

 役員の兼任…３名 

中 部 国 際 空 港         

給 油 施 設 ㈱         

愛 知 県 

常 滑 市 
100

航 空 機    

給油施設

保守管理

事  業

51.0

 同社は当社から航空機給油施設の保

守管理業務を受託しています。また、業

務委託契約に基づき、当社が経理、調達

業務等を受託しています。 

 なお、同社は当社から事務所を賃借し、

１名の出向社員を受け入れています。 

 役員の兼任…１名 
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添付資料３．経営方針 

 

(１）会社の経営の基本方針 

当社の基本理念は次のとおりです。 

① 世界の 新技術と知識を結集し、21 世紀にふさわしい、利便性・経済性に優れた競争力のある国際ハブ空港

づくりに努める。 

② 「お客様第一」を旨とし、魅力あるサービスの提供を通じて 21 世紀の国内外の航空ネットワーク発展に寄与

する。 

③ 地域に根づいた企業として、環境への配慮に努め、豊かな地域社会づくりに貢献する。 

④ 「オープンでフェアー」を企業行動の基本とし、社会から信頼される企業市民となる。 

⑤ 効率的な事業運営に努め、健全経営を実現する。 

⑥ 人材育成に努め、自由闊達で風通しの良い企業風土を確立し、企業の活力を 大限に発揮する。 

 

 

(２）会社の対処すべき課題 

平成 20 年 5 月に設立 10 周年を迎える当連結グループは、設立以来、建設工期の短縮や建設費の大幅削減、

初年度からの黒字達成等、従来の常識や困難に挑みつづけてきました。設立10周年に当たり、このような歴史・

文化を再認識し、厳しい経営環境の下でもさらに飛躍していくため、業務に臨む姿勢として「Ｏｕｔ Ｏｆ Ｂｏｘ(常

識への挑戦)」が重要との考えに立って取り組みます。特に、中部国際空港は、地域の熱い思いによって生

まれたものであり、地域の発展に貢献し、地域とともに発展していく存在であります。このような認識のも

と、平成 20 年度は「連携」という言葉をキーワードとして、「地元自治体・経済界との連携」、「地域の人々

との連携」、「企業との連携」を強化した施策を進めます。 

第二滑走路についても、平成 19 年 6 月の交通政策審議会航空分科会答申において、中部国際空港につい

て、将来に向け、完全 24 時間化を検討するとの方針が出されましたが、この早期実現に向けて、平成 20 年

度は「地域一丸となった需要の拡大の取組み強化」、「地域での第二滑走路の構想の具体化」等が必要です。

これらについて、地域と連携・協力して取り組むとともに、平成 20 年度に策定が予定されている国土形成

計画の全国計画・広域地方計画、社会資本整備重点計画において、適切な位置づけがなされるよう、関係者

と連携・協力して取り組みます。 

以上のような認識のもと、当連結グループでは以下を平成 20 年度の重要施策として、全力を挙げて果敢

に取り組んでいきます。 

〔安全で安心な空港運営の確保〕 

安全で安心な空港運営は、空港の絶対的かつ当然の使命であり、また多くの関係者の緊密な連携を基盤と

して成り立つものです。このため、関係機関と緊密に連携し、鳥獣対策のさらなる強化等による航空機の運

航の安全・定時運航の確保や、計器着陸装置（ＩＬＳ）のカテゴリーⅢ化等による就航率の向上、様々な空

港施設の整備・運用・保守における安全・安定性の確保を図ります。また、航空機事故や事件等の未然防止

に努めるとともに、緊急事態等にも迅速に対応できるよう、グループ全体で安全管理システム（ＳＭＳ）の

強化を総合的に推進していきます。 

〔需要の拡大・路線ネットワークの充実〕 

お客様の利便性の向上、地域及び国の競争力向上や国際交流の活発化に貢献し、またグループとしての収

益向上のため、需要の拡大、路線ネットワークの充実が必要不可欠です。特に、日本のものづくりの中心で

あり、日本の成長エンジンである中部圏のさらなる競争力向上の観点から、航空貨物需要の増加と貨物路線

ネットワークの拡大が極めて重要です。このため、現在の市場規模・航空物流構造に挑戦するような新機軸

を打ち出すとともに、従来のインフラ運営会社の枠を超えた様々なステークホルダーとの連携を一層強化し

ます。特に、地元と連携し、一丸となった需要拡大の取組みが重要です。中部国際空港利用促進協議会の事

業規模の拡大により地域の観光施策や物流活性化策等との連携を強化します。旅客分野においては、中部圏

に多数居住する在日ブラジル人旅客需要の取込み拡大等による中部圏のコア需要の確実な取込みや、北陸等

の中部圏周辺地域へのセールス強化を進めます。また、地元ビジネス・観光旅客の需要喚起、開港後増大す

る国内線・国際線乗継ぎ旅客数の拡大、さらに、高い伸びを示す訪日外国人旅客数の一層の増加のための、

国のビジット・ジャパン・キャンペーンや地域の外客誘致策との連携強化に、引続き積極的に取り組みます。

貨物分野においては、荷主、航空会社、フォワーダーの皆様等と緊密に連携し、貨物取扱量の一層の増大、

既存便の搭載率向上・増便や直行貨物路線の誘致に 大限努力していきます。このため、「フライ・セント

レアカーゴ」の推進や、｢セントレア・コネクション｣の活用、さらには輸入航空貨物の取込み拡大等を積極

的に図ります。 

〔魅力ある商品・サービスの提供〕 

来港されるお客様の利便性・快適性を高めるため、魅力ある商品・サービスの提供を進めます。中部地方

の名物店の新規出店、免税店の新規導入や改修、アクセスプラザへの店舗展開等、商業店舗の改修・入替え

等を行うとともに、商品取扱いの効率化、魅力ある集客企画の実施、空港アクセス事業者との連携強化、空
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港内ツアーとタイアップした商品開発等を進めます。また、国際線バスラウンジ棟や南側地区駐機場拡張の

工事等の設備投資を進めること等により、一層のサービス向上を図ります。 

〔ＣＳ（お客様満足）世界Ｎｏ．１空港の実現〕 

来港されるお客様の満足度の向上は、お客様に選ばれ、また厳しい空港間競争に打ち勝つためにも重要で

す。平成19年度には、旅客数が500～1,500万人規模の世界の空港におけるＣＳNo.１を、開港後３年連続で

達成し、さらには米国航空貨物専門誌での世界の空港貨物サービス評価での世界1位を受賞するなど、空港

の利便性に高い評価を頂きました。平成20年度においても、世界的な空港評価の調査(ＡＳＱ: Airport 

Service Quality)に参加し、お客様の評価を確認しながら、顧客満足度の向上に不断に取り組み、総合での

ＣＳ世界No.１達成を目指します。また、お客様のニーズに対応した必要な施設などの整備を行うだけでな

く、空港内の諸関係者と連携したＣＳ向上キャンペーンや、お客様の評価の高い空港スタッフの表彰などを

展開し、空港全体のＣＳ意識の向上・啓発に努めます。 

〔企業の社会的責任〕 

公共インフラである空港の運営会社として、様々な関係者の理解や信頼の維持・向上こそが非常に重要で

あることから、企業としての社会的責任を十分に果たしてまいります。省エネルギー活動等、環境負荷の低

減を総合的に推進し、環境に配慮した空港運営を行います。地域振興イベントや地域ボランティアの方々の

協力を得た社会見学の積極的な受入れ等を通じ、地域との緊密な連携を図り、地域とともに発展できるよう

努めていきます。また、コンプライアンス体制や総合的なリスク管理体制を強化するほか、広報活動の戦略

的展開による積極的な情報発信を行っていきます。 

〔経営基盤の強化〕 

人的資源、業務運営、そして財務基盤の強化は、あらゆる事業活動の基礎であり、また｢Ｏｕｔ Ｏｆ Ｂｏｘ｣

実現の土台となるものです。人的資源の強化として、計画的な人材の確保・配置、人材育成や企画力の向上

を図り、社員のプロパー化を促進します。あわせて、社員の職場環境・モチベーションの向上に取り組みま

す。また、業務運営の強化として、年度内の ISO9001 の認証取得と取得後の改善活動を通じ、業務プロセス

の改善を行い、組織・要員に関する見直しにもつなげていきます。さらに、財務基盤の強化として、有利子

負債のさらなる圧縮、調達コストの縮減、業務委託費用の削減等により、黒字体質の定着を目指していきま

す。 
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添付資料４．連結財務諸表 

 

(1) 連 結 貸 借 対 照 表               
                                                                   （単位：百万円） 

 前 連 結 会 計 年 度            当 連 結 会 計 年 度            

 (平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増  減 期   別 

 

 

科   目 注記

番号 
金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

  ％  ％ 

    （ 資 産 の 部         ）    

Ⅰ  流 動 資 産                

  １． 現 金 及 び 預 金              2,760 2,860   99

  ２． 売 掛 金              3,013 2,862   △151

  ３． た な 卸 資 産              1,472 1,526   54

  ４． 繰 延 税 金 資 産              63 78   14

  ５． そ の 他              821 687   △134

  ６． 貸 倒 引 当 金              △0 △0   △0

      流 動 資 産 合 計              8,132 1.5 8,014  1.5 △117

Ⅱ  固 定 資 産                

  １. 有 形 固 定 資 産             ※1、2   

    (1) 建 物 及 び 構 築 物            ※３ 195,718 192,148   △3,570

    (2) 機械装 置及 び運搬具            ※３ 14,672 13,900   △771

    (3) 土 地             289,575 289,575   －

    (4) 建 設 仮 勘 定             2,648 4,572   1,923

    (5) そ の 他            ※３ 10,908 9,181   △1,727

   有 形 固 定 資 産 合 計              513,523 93.1 509,377  93.7 △4,145

  ２. 無 形 固 定 資 産             ※２   

    (1) ソ フ ト ウ ェ ア             3,534 2,513   △1,020

    (2) 水 道 施 設 利 用 権             6,294 6,102   △192

    (3) そ の 他             795 730   △65

   無 形 固 定 資 産 合 計              10,624 1.9 9,346  1.7 △1,278

  ３. 投 資 そ の 他 の 資 産                

    (1) 長 期 前 払 費 用             15,789 15,381   △408

    (2) 繰 延 税 金 資 産             14 15   0

    (3) そ の 他             37 37   0

   投資その他の資産合計              15,841 2.9 15,434  2.8 △406

      固 定 資 産 合 計              539,989 97.9 534,158  98.2 △5,830

Ⅲ 繰 延 資 産                

  １． 開 業 費              3,590 1,795   △1,795

      繰 延 資 産 合 計              3,590 0.6 1,795  0.3 △1,795

      資 産 合 計             ※３ 551,712 100.0 543,968  100.0 △7,743
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                                                                   （単位：百万円） 

 前 連 結 会 計 年 度            当 連 結 会 計 年 度            

 (平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増  減 
期   別 

 

 

科   目 注記

番号 
金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

  ％  ％ 

    （ 負 債 の 部         ）    

Ⅰ 流 動 負 債                

  １． 買 掛 金              844 767   △77

  ２． 短 期 借 入 金              3,000 3,000   －

  ３． 1 年 内 償 還 社 債             ※３ － 26,617   26,617

  ４． 1 年 内 返 済 長 期 借 入 金             ※３ 7,003 7,003   △0

  ５． 未 払 法 人 税 等              208 129   △78

  ６． 賞 与 引 当 金              472 551   79

  ７． ポ イ ン ト 引 当 金              13 20   7

  ８． そ の 他              4,904 3,919   △985

      流 動 負 債 合 計              16,447 3.0 42,010  7.7 25,562

Ⅱ 固 定 負 債                

  １． 社 債              ※３ 222,124 195,561   △26,562

  ２． 長 期 借 入 金             ※３ 228,203 221,199   △7,003

  ３． 退 職 給 付 引 当 金              149 149   △0

  ４． 役員退任慰労金引当金              204 35   △168

  ５． そ の 他              1,356 1,452   95

      固 定 負 債 合 計              452,037 81.9 418,398  76.9 △33,639

      負 債 合 計              468,485 84.9 460,409  84.6 △8,076

    

    （ 純 資 産 の 部         ）    

Ⅰ 株 主 資 本                

  １. 資 本 金              83,668 15.1 83,668  15.4 －

  ２. 利 益 剰 余 金              △1,301 △0.2 △1,004  △0.2 296

      株 主 資 本 合 計              82,366 14.9 82,663  15.2 296

Ⅱ 少 数 株 主 持 分              860 0.2 896  0.2 36

      純 資 産 合 計              83,226 15.1 83,559  15.4 332

      負 債 純 資 産 合 計              551,712 100.0 543,968  100.0 △7,743
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(2) 連 結 損 益 計 算 書               

                                                                   （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

前 連 結 会 計 年 度            

自 平成18年４月 １ 日 

至 平成19年３月31日 

 

当 連 結 会 計 年 度            

自 平成19年４月 １ 日 

至 平成20年３月31日 

増  減 
期   別 

 

 

科   目 

 
注記

番号 
金 額 百分比 金 額 百分比 金 額 

  ％  ％ 

Ⅰ  売 上 高              52,526 100.0 52,876 100.0 350 

Ⅱ  売 上 原 価             36,667 69.8 37,740 71.4 1,072 

      売 上 総 利 益             
 

15,858 30.2 15,136 28.6 △721 

Ⅲ  販売費及び一般管理費             ※１ 8,162 15.5 8,491 16.0 329

      営 業 利 益              7,696 14.7 6,645 12.6 △1,051 

Ⅳ  営 業 外 収 益                

  １．受 取 利 息              3 7  4 

  ２．契 約 解 約 金 等 収 入              － 10  10 

  ３．金 利 ス ワ ッ プ 解 約 益  305 －  △305 

  ４．受 取 保 険 金              － 7  7 

  ５．そ の 他             32 32  0 

      営 業 外 収 益 合 計             
 

340 0.6 58 0.1 △282 

Ⅴ  営 業 外 費 用                

  １．支 払 利 息              4,160 4,194  33 

  ２．開 業 費 償 却              1,795 1,795  － 
  ３．そ の 他              362 34  △328 

      営 業 外 費 用 合 計             6,318 12.0 6,024 11.4 △294 

      経 常 利 益 1,718 3.3 679 1.3 △1,038 

Ⅵ  特 別 利 益             

 

  

  １．前 期 損 益 修 正 益             ※２ － 4  4 

  ２．国 庫 補 助 金 等 受 入 額  39 －  △39 

  ３．工 事 負 担 金 等 受 入 額              － 55  55 

  ４．そ の 他              3 4  0 

      特 別 利 益 合 計              43 0.1 64 0.1 20 

Ⅶ 特 別 損 失    

  １．前 期 損 益 修 正 損             ※３ － 4  4 

  ２．固 定 資 産 除 却 損             ※４ 307 228  △79 

  ３．固 定 資 産 圧 縮 損              39 －  △39 

      特 別 損 失 合 計             347 0.7 232 0.4 △114 

      税金等調整前当期純利益             1,414 2.7 510 1.0 △903 

      法人税、住民税及び事業税             

 

217 0.4 193 0.4 △24 

      法 人 税 等 調 整 額              △36 △0.1 △15 △0.0 21 

      少 数 株 主 利 益 47 0.1 36 0.0 △10 

      当 期 純 利 益 1,186 2.3 296 0.6 △889 
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(3) 連結株主資本等変動計算書 

 

前連結会計年度(自平成 18 年４月１日 至平成 19 年３月 31 日)           （単位：百万円) 

株  主  資  本 

 

資本金 利益剰余金
株主資本 

合  計 

少数株主持分 
純資産 

合 計 

平成 18 年３月 31 日 残高 83,668 △2,487 81,180 813 81,993

連結会計年度中の変動額  

 当期純利益 1,186 1,186  1,186

株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額(純額) 
47 47

連結会計年度中の変動額合計 － 1,186 1,186 47 1,233

平成 19 年３月 31 日 残高 83,668 △1,301 82,366 860 83,226

 
当連結会計年度(自平成 19 年４月１日 至平成 20 年３月 31 日)           （単位：百万円) 

株  主  資  本 

 

資本金 利益剰余金
株主資本 

合  計 

少数株主持分 
純資産 

合 計 

平成 19 年３月 31 日 残高 83,668 △1,301 82,366 860 83,226

連結会計年度中の変動額  

 当期純利益 296 296  296

株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額(純額) 
36 36

連結会計年度中の変動額合計 － 296 296 36 332

平成 20 年３月 31 日 残高 83,668 △1,004 82,663 896 83,559
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(4)連結キャッシュ・フロー計算書 

                                                                  （単位：百万円） 

 前 連 結 会 計 年 度           当 連 結 会 計 年 度            

自

至

平成18年４月 １日 

平成19年３月31日 

自

至

平成19年４月 １日 

平成20年３月31日 

増  減 期   別 

 

科   目 
注記

番号 金  額 金  額 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー                   

1. 税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益               1,414 510   △903

2. 減 価 償 却 費               15,049 15,840   791

3. 退職給付引当金の増減額(減少 :△ )                    72 △0   △73

4. 役員退任慰労金引当金の増減額(減少:△)                  34 △168   △203

5. 賞 与 引 当 金 の 増 加 額               46 79   32

6. 貸 倒 引 当 金 の 増 加 額               0 0   △0

7. ポ イ ン ト 引 当 金 の 増 加 額               13 7   △6

8. 受 取 利 息               △3 △7   △4

9. 支 払 利 息               4,160 4,194   33

10. 為 替 差 益                △1 △1   △0

11. 開 業 費 償 却               1,795 1,795   －

12. 金 利 ス ワ ッ プ 解 約 益               △305 －   305

13. 国 庫 補 助 金 等 受 入 額               △39 －   39

14. 固 定 資 産 除 却 損               270 227   △43

15. 固 定 資 産 圧 縮 損               39 －   △39

16. 売上債権の増減額(増加：△)                △170 151   322

17. たな卸資産の増減額(増加：△)                2 △54   △56

18. 仕 入 債 務 の 減 少 額                △0 △77   △76

19. 未収消費税等の増減額(増加:△)               △167 167   334

20. 未払消費税等の増減額(減少:△)               △315 38   353

21. そ の 他               267 △303   △570

     小         計 22,164 22,398   234

22. 利 息 の 受 取 額               2 6   4

23. 利 息 の 支 払 額               △4,103 △4,138   △35

24. 法 人 税 等 の 支 払 額               △144 △279   △134

  営業活動によるキャッシュ・フロー                17,918 17,987   68

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー                   

1. 有形固定資産の取得による支出               △10,857 △10,562   295

2. 有形固定資産の売却による収入               0 －   △0

3. 国庫補助金等の受入による収入               39 －   △39

4. 無形固定資産の取得による支出               △551 △300   250

5. 投資その他の資産の取得による支出               △95 △6   89

6. 投資その他の資産の減少による収入               7 5   △2

7. そ の 他               1 40   39

  投資活動によるキャッシュ・フロー                △11,456 △10,823   633

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー                   

1. 短 期 借 入 金 の 純 増 加 額                3,000 －   △3,000

2. 長 期 借 入 れ に よ る 収 入               42,237 －   △42,237

3. 長期借入金の返済による支出               △51,670 △7,003   44,666

4. 金利スワップ解約による収入                299 －   △299

  財務活動によるキャッシュ・フロー               △6,133 △7,003   △870

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額                1 1   0

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少:△）                329 161   △168

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高                2,882 3,212   329

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高                ※ 3,212 3,374   161
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数 ５社 

連結子会社名 中部国際空港エネルギー供給㈱、中部国際空港情報通信㈱、中部国際空港旅客サービス㈱、 

       中部国際空港施設サービス㈱、中部国際空港給油施設㈱ 

 

２．持分法の適用に関する事項 

非連結子会社及び関連会社はないため持分法は適用していません。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しています。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① たな卸資産 

商 品…主として先入先出法による原価法によっています。 

貯蔵品…主として 終仕入原価法による原価法によっています。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産   

定額法によっています。 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

建物及び構築物    ６年～60年 

機械装置及び運搬具  ４年～22年 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後

の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。 

これにより、従来の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ37

百万円減少しています。 

② 無形固定資産   

定額法によっています。 

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっています。 

③ 長期前払費用 

定額法によっています。 

(3) 重要な繰延資産の処理方法 

  開業費 

５年間で均等償却しています。 

(4) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権については個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を計上しています。 

② 賞与引当金 

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準により計上しています。 

③ ポイント引当金 

カード会員に付与したポイントの使用による費用負担に備えるため、当連結会計年度末におけるポイント残高に対

する将来の使用見積り額を計上しています。 

④ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額を計上しています。 

⑤ 役員退任慰労金引当金 

役員の退任慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しています。 

（追加情報） 

当社は平成19年６月開催の定時株主総会において、取締役に対する退任慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給議案

が承認可決されました。これにより当社の取締役に対する役員退任慰労金引当金は取り崩し、打ち切り支給額の未

払分を固定負債の「その他」に計上しています。 

(5) 重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 
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(6) 重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

金利スワップの特例処理によっています。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段 … 金利スワップ 

ヘッジ対象 … 変動金利による借入金 

③ ヘッジ方針 

将来の金利の変動によるリスクを回避する目的で行っており、投機的な取引を行わない方針であります。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

特例処理の要件を充足する金利スワップであるため、有効性の評価を省略しています。 

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

  税抜方式によっています。 

② 連結納税制度の適用 

  連結納税制度を適用しています。 

 

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価については、全面時価評価法によっています。 
 

６．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に

換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投

資等からなっています。 
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表示方法の変更 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

(連結損益計算書) 

１． 前連結会計年度まで区分掲記していました「契約

解約金等収入」は、当連結会計年度において、営業

外収益の総額の100分の10以下となったため、営業

外収益の「その他」に含めて表示しています。 

 なお、当連結会計年度の営業外収益の「その他」

に含まれる「契約解約金等収入」は２百万円です。

２． 「国庫補助金等受入額」は、前連結会計年度は特

別利益の「その他」に含めて表示していましたが、

当連結会計年度において、特別利益の総額の 100 分

の10を超えたため、区分掲記しています。 

 なお、前連結会計年度の「国庫補助金等受入額」

は10百万円です。 

３． 前連結会計年度まで区分掲記していました「固定

資産受贈益」は、当連結会計年度において、特別利

益の総額の100分の10以下となったため、特別利益

の「その他」に含めて表示しています 

 なお、当連結会計年度の特別利益の「その他」に

含まれる「固定資産受贈益」は２百万円です。 

(連結損益計算書) 

１． 「契約解約金等収入」は、前連結会計年度は営業外

収益の「その他」に含めて表示していましたが、当連

結会計年度において、営業外収益の総額の100分の10

を超えたため、区分掲記しています。 

 なお、前連結会計年度の「契約解約金等収入」は２

百万円です。 

２． 「受取保険金」は、前連結会計年度は営業外収益の

「その他」に含めて表示していましたが、当連結会計

年度において、営業外収益の総額の 100 分の 10 を超

えたため、区分掲記しています。 

 なお、前連結会計年度の「受取保険金」は２百万円

です。 

３． 「工事負担金等受入額」は、前連結会計年度は特別

利益の「その他」に含めて表示していましたが、当連

結会計年度において、特別利益の総額の 100 分の 10

を超えたため、区分掲記しています。 

 なお、前連結会計年度の「工事負担金等受入額」は

１百万円です。 

(連結キャッシュ・フロー計算書) 

１． 営業活動によるキャッシュ・フローの「国庫補助

金等受入額」は、前連結会計年度は「その他」に含

めて表示していましたが、当連結会計年度において、

重要性が増したため、区分掲記しています。 

 なお、前連結会計年度の「その他」に含まれる「国

庫補助金等受入額」は△10百万円です。 

２． 営業活動によるキャッシュ・フローの「固定資産

受贈益」は、当連結会計年度において、重要性が乏

しくなったため、「その他」に含めて表示していま

す。 

 なお、当連結会計年度の「その他」に含まれる「固

定資産受贈益」は△２百万円です。 

３． 投資活動によるキャッシュ・フローの「国庫補助

金等の受入による収入」は、前連結会計年度は「そ

の他」に含めて表示していましたが、当連結会計年

度において、重要性が増したため、区分掲記してい

ます。 

 なお、前連結会計年度の「その他」に含まれる「国

庫補助金等の受入による収入」は14百万円です。 
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注記事項 

(連結貸借対照表関係) 

前連結会計年度 

(平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成20年３月31日) 

※１．有形固定資産の減価償却累計額  28,036百万円 ※１．有形固定資産の減価償却累計額  41,888百万円 

※２．国庫補助金等により取得原価から控除した固定資

産の圧縮記帳累計額   

有形固定資産 

 建物及び構築物 62百万円

 機械装置及び運搬具 1,476百万円

 その他 21百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 1,575百万円

なお、当連結会計年度において国庫補助金等によ

り取得原価から控除した固定資産の圧縮記帳額は次

のとおりです。 

有形固定資産 

 建物及び構築物 3百万円

 その他 20百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 39百万円 

※２．国庫補助金等により取得原価から控除した固定資産

の圧縮記帳累計額   

有形固定資産 

 建物及び構築物 62百万円

 機械装置及び運搬具 1,476百万円

 その他 21百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 1,575百万円 

※３．担保に供している資産 

（１）中部国際空港の設置及び管理に関する法律(平成10

年法律第 36 号)第７条の規定により、当社の財産を

社債222,320百万円の一般担保に供しています。 

（２）担保に供している資産は次のとおりです。 

建物及び構築物 66,674百万円

機械装置及び運搬具 2,603百万円

その他 3百万円

 計 69,281百万円

担保付債務は次のとおりです。 

1年内返済長期借入金 1,327百万円

長期借入金 8,316百万円

 計 9,644百万円 

※３．担保に供している資産 

（１）中部国際空港の設置及び管理に関する法律(平成 10

年法律第36号)第７条の規定により、当社の財産を社

債222,320百万円の一般担保に供しています。 

（２）担保に供している資産は次のとおりです。 

建物及び構築物 63,852百万円

機械装置及び運搬具 2,433百万円

その他 2百万円

 計 66,288百万円

担保付債務は次のとおりです。 

1年内返済長期借入金 1,327百万円

長期借入金 6,988百万円

 計 8,316百万円 
  

 

(連結損益計算書関係) 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりです。 

従業員給与 1,916百万円

委託人件費 1,009百万円

賞与引当金繰入額 293百万円

業務委託費 899百万円 

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりです。 

従業員給与 2,288百万円

賞与引当金繰入額 358百万円

 

  
※２．       ―――――――― ※２．前期損益修正益の内訳は次のとおりです。 

過年度仕入修正額 4百万円 
※３．       ―――――――― ※３．前期損益修正損の内訳は次のとおりです。 

過年度固定資産修正額 4百万円 
※４．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 

建物及び構築物 192百万円

機械装置及び運搬具 10百万円

建設仮勘定 4百万円

有形固定資産その他 67百万円

固定資産撤去費用 33百万円

 計 307百万円 

※４．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 

建物及び構築物 214百万円

機械装置及び運搬具 1百万円

有形固定資産その他 11百万円

固定資産撤去費用 0百万円

 計 228百万円 
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  (連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成 18 年４月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

  １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前連結会計年度末 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

 株式数 増加株式数 減少株式数 株式数 

 （株） （株） （株） （株） 

発行済株式     

  普通株式 1,673,360 － － 1,673,360

    合計 1,673,360 － － 1,673,360

 

  ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

    該当事項はありません。 

 

  ３．配当に関する事項 

    該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 平成 19 年４月１日 至 平成 20 年３月 31 日） 

  １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前連結会計年度末 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

 株式数 増加株式数 減少株式数 株式数 

 （株） （株） （株） （株） 

発行済株式     

  普通株式 1,673,360 － － 1,673,360

    合計 1,673,360 － － 1,673,360

 

  ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

    該当事項はありません。 

 

  ３．配当に関する事項 

    該当事項はありません。 

 

  (連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定 2,760百万円

流動資産「その他」勘定 451百万円

現金及び現金同等物 3,212百万円 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定 2,860百万円

流動資産「その他」勘定 514百万円

現金及び現金同等物 3,374百万円 
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  （１株当たり情報） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

 

１株当たり純資産額 49,222.17円

１株当たり当期純利益 708.85円

  

 

１株当たり純資産額 49,399.53円

１株当たり当期純利益 177.36円

  
なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

(注)１.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

 
前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 

純資産合計（百万円） 83,226 83,559 

純資産合計から控除する金額（百万円） 860 896 

（うち少数株主持分） （860） （896） 

普通株式に係る純資産額（百万円） 82,366 82,663 

連結会計年度末の普通株式の数（株） 1,673,360 1,673,360 

２.１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当期純利益（百万円） 1,186 296 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,186 296 

普通株式の期中平均株式数（株） 1,673,360 1,673,360 
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添付資料５．個別財務諸表 

 

(1) 貸 借 対 照 表               

                                                                   （単位：百万円） 

 前事業年度        当事業年度        

 (平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増  減 期   別 

 

 

科   目 注記

番号 
金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

  ％  ％ 

    （ 資 産 の 部         ）    

Ⅰ  流 動 資 産                

  １． 現 金 及 び 預 金              2,728 2,831   103

  ２． 売 掛 金              2,977 2,825   △152

  ３． 商 品              1,221 1,270   48

  ４． 貯 蔵 品              201 201   △0

  ５． 前 払 費 用              59 66   7

  ６． そ の 他              819 686   △132

  ７． 貸 倒 引 当 金              △0 △0   △0

      流 動 資 産 合 計              8,008 1.4 7,881  1.5 △127

Ⅱ  固 定 資 産                

  １. 有 形 固 定 資 産             ※1,2   

    (1) 建 物            ※３ 99,887 98,180   △1,706

    (2) 構 築 物             95,405 93,546   △1,859

    (3) 機 械 及 び 装 置            ※３ 11,098 10,710   △388

    (4) 車 両 運 搬 具             901 692   △208

    (5) 工具、 器具 及び備品             10,893 9,169   △1,723

    (6) 土 地             289,575 289,575   －

    (7) 建 設 仮 勘 定             2,648 4,572   1,923

   有 形 固 定 資 産 合 計              510,409 93.0 506,447  93.5 △3,962

  ２. 無 形 固 定 資 産             ※２   

    (1) 商 標 権             17 15   △2

    (2) ソ フ ト ウ ェ ア             3,653 2,590   △1,062

    (3) 水 道 施 設 利 用 権             6,294 6,102   △192

    (4) そ の 他             274 251   △23

   無 形 固 定 資 産 合 計              10,239 1.9 8,958  1.7 △1,280

  ３. 投 資 そ の 他 の 資 産                

    (1) 関 係 会 社 株 式             996 1,018   22

    (2) 長 期 前 払 費 用             15,781 15,374   △406

    (3) 差 入 保 証 金             15 14   △0

    (4) そ の 他             － 1   1

   投資その他の資産合計              16,792 3.1 16,408  3.0 △383

      固 定 資 産 合 計              537,441 98.0 531,815  98.2 △5,626

Ⅲ 繰 延 資 産                

  １． 開 業 費              3,472 1,736   △1,736

      繰 延 資 産 合 計              3,472 0.6 1,736  0.3 △1,736

      資 産 合 計             ※３ 548,922 100.0 541,432  100.0 △7,489
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                                                                   （単位：百万円） 

 前事業年度        当事業年度        

 (平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増  減 
期   別 

 

 

科   目 注記

番号 
金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

  ％  ％ 

    （ 負 債 の 部         ）    

Ⅰ 流 動 負 債                

  １． 買 掛 金              761 689   △71

  ２． 短 期 借 入 金              3,000 3,000   －

  ３． 関 係 会 社 短 期 借 入 金              495 560   64

  ４． 1 年 内 償 還 社 債             ※３ － 26,617   26,617

  ５． 1 年 内 返 済 長 期 借 入 金             ※３ 6,713 6,713   △0

  ６． 未 払 金              3,652 2,973   △679

  ７． 未 払 費 用              271 187   △83

  ８． 未 払 法 人 税 等              175 104   △70

  ９． 前 受 金              583 483   △100

  10． 預 り 金              405 375   △30

  11． 賞 与 引 当 金              261 271   10

  12． ポ イ ン ト 引 当 金              13 20   7

  13． そ の 他              0 9   9

      流 動 負 債 合 計              16,334 3.0 42,006  7.8 25,672

Ⅱ 固 定 負 債                

  １． 社 債              ※３ 222,124 195,561   △26,562

  ２． 長 期 借 入 金             ※３ 226,173 219,459   △6,713

  ３． 退 職 給 付 引 当 金              97 76   △20

  ４． 役員退任慰労金引当金              187 11   △175

  ５． そ の 他              1,356 1,452   95

      固 定 負 債 合 計              449,939 82.0 416,562  76.9 △33,376

      負 債 合 計              466,273 85.0 458,568  84.7 △7,704

    

    （ 純 資 産 の 部         ）    

Ⅰ 株 主 資 本                

  １. 資 本 金              83,668 15.2 83,668  15.5 －

  ２. 利 益 剰 余 金                

    (1) そ の 他 利 益 剰 余 金               

     繰 越 利 益 剰 余 金  △1,018 △803   214

      利 益 剰 余 金 合 計              △1,018 △0.2 △803  △0.2 214

      株 主 資 本 合 計              82,649 15.0 82,864  15.3 214

      純 資 産 合 計              82,649 15.0 82,864  15.3 214

      負 債 純 資 産 合 計              548,922 100.0 541,432  100.0 △7,489
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(2) 損 益 計 算 書               

                                                                  （単位：百万円） 

 前事業年度        当事業年度        

自

至

平成18年４月 １日 

平成19年３月31日 

自

至

平成19年４月 １日 

平成20年３月31日 

増  減 
期   別 

 

 

科   目 注記

番号
金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 

 ％ ％ 

Ⅰ  売 上 高             52,330 100.0 52,583 100.0 252 

Ⅱ  売 上 原 価             37,109 70.9 38,073 72.4 963 

      売 上 総 利 益             15,221 29.1 14,510 27.6 △711 

Ⅲ  販売費及び一般管理費             ※１ 7,872 15.0 8,210 15.6 338 

     営 業 利 益             7,349 14.1 6,299 12.0 △1,050 

Ⅳ  営 業 外 収 益              

 １．受 取 利 息             3 7  4 

 ２．契 約 解 約 金 等 収 入             － 10  10 

 ３．業 務 受 託 収 入             ※２ 39 41  1 

 ４．金 利 ス ワ ッ プ 解 約 益             305 －  △305 

 ５．そ の 他             30 36  5 

   営 業 外 収 益 合 計             378 0.7 96 0.2 △282 

Ⅴ  営 業 外 費 用              

 １．支 払 利 息             1,095 1,135  39 

 ２．社 債 利 息             3,016 3,016  － 

 ３．開 業 費 償 却             1,736 1,736  － 

 ４．そ の 他             362 34  △328 

   営 業 外 費 用 合 計             6,211 11.9 5,923 11.3 △288 

     経 常 利 益             1,516 2.9 472 0.9 △1,044 

Ⅵ  特 別 利 益              

 １．前 期 損 益 修 正 益             ※３ － 4  4 

 ２．国 庫 補 助 金 等 受 入 額             39 －  △39 

 ３．工 事 負 担 金 等 受 入 額             － 55  55 

 ４．そ の 他             3 4  0 

   特 別 利 益 合 計             43 0.1 64 0.1 20 

Ⅶ  特 別 損 失              

 １．前 期 損 益 修 正 損             ※４ － 4  4 

  ２．固 定 資 産 除 却 損             ※５ 307 228  △78 

  ３．固 定 資 産 圧 縮 損             39 －  △39 

   特 別 損 失 合 計             346 0.7 232 0.4 △113 

     税 引 前 当 期 純 利 益             1,213 2.3 303 0.6 △909 

      法人税、住民税及び事業税             98 0.2 88 0.2 △9 

     当 期 純 利 益             1,114 2.1 214 0.4 △900 
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(3) 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書               

前事業年度(自平成 18 年４月１日 至平成 19 年３月 31 日)            （単位：百万円) 

株  主  資  本 

利益剰余金 

その他利益

剰 余 金

 
資本金 

繰越利益 

剰 余 金 

利 益 

剰余金 

合 計 

株主資本 

合  計 

純資産 

合 計 

平成 18 年３月 31 日残高 83,668 △2,133 △2,133 81,534 81,534

事業年度中の変動額  

 当期純利益 1,114 1,114 1,114 1,114

事業年度中の変動額合計 － 1,114 1,114 1,114 1,114

平成 19 年３月 31 日残高 83,668 △1,018 △1,018 82,649 82,649

 

当事業年度(自平成 19 年４月１日 至平成 20 年３月 31 日)            （単位：百万円) 

株  主  資  本 

利益剰余金 

その他利益

剰 余 金

 
資本金 

繰越利益 

剰 余 金 

利 益 

剰余金 

合 計 

株主資本 

合  計 

純資産 

合 計 

平成 19 年３月 31 日残高 83,668 △1,018 △1,018 82,649 82,649

事業年度中の変動額  

 当期純利益 214 214 214 214

事業年度中の変動額合計 － 214 214 214 214

平成 20 年３月 31 日残高 83,668 △803 △803 82,864 82,864

 

 



中部国際空港㈱ 平成 20 年３月期決算概況 

‐24‐ 
 

重要な会計方針 

 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

(1) 子会社株式  

移動平均法による原価法によっています。 

 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

(1) 商品   

主として先入先出法による原価法によっています。 

(2) 貯蔵品   

終仕入原価法による原価法によっています。 

 

３．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産   

定額法によっています。 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

建物  ６年～38 年   

構築物  10 年～60 年   

機械及び装置  ５年～22 年   

工具、器具及び備品  ２年～20 年   

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成 19 年４月１日以降に取得した有形固定資産について、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。 

これにより、従来の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益は、それぞれ

37 百万円減少しています。 

(2) 無形固定資産   

定額法によっています。 

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっていま

す。 

(3) 長期前払費用   

定額法によっています。 

 

４．繰延資産の処理方法 

  開業費 

５年間で均等償却しています。 

 

５．引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しています。 

(2) 賞与引当金 

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準により計上しています。 

(3) ポイント引当金 

カード会員に付与したポイントの使用による費用負担に備えるため、当事業年度末におけるポイント残高に対する将

来の使用見積り額を計上しています。 

(4) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額を計上しています。 

(5) 役員退任慰労金引当金 

監査役の退任慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しています。 

（追加情報） 

平成 19 年６月開催の定時株主総会において、取締役に対する退任慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給議

案が承認可決されました。これにより取締役に対する役員退任慰労金引当金は取り崩し、打ち切り支給額

の未払分を固定負債の「その他」に計上しています。 

 

６．リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 
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７．ヘッジ会計の方法 

(1) ヘッジ会計の方法 

金利スワップの特例処理によっています。 

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段 … 金利スワップ 

ヘッジ対象 … 変動金利による借入金 

(3) ヘッジ方針 

将来の金利の変動によるリスクを回避する目的で行っており、投機的な取引を行わない方針であります。 

(4) ヘッジ有効性評価の方法 

特例処理の要件を充足する金利スワップであるため、有効性の評価を省略しています。 

 

８．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

(1) 消費税等の会計処理 

  税抜方式によっています。 

(2) 連結納税制度の適用 

連結納税制度を適用しています。 

 

 

表示方法の変更 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

(損益計算書) 

１． 前事業年度まで区分掲記していました「契約解約

金等収入」は、当事業年度において、営業外収益の

総額の100分の10以下となったため、営業外収益の

「その他」に含めて表示しています。 

 なお、当事業年度の営業外収益の「その他」に含

まれる「契約解約金等収入」は２百万円です。 

２． 前事業年度まで区分掲記していました「固定資産

受贈益」は、当事業年度において、特別利益の総額

の100分の10以下となったため、特別利益の「その

他」に含めて表示しています。 

 なお、当事業年度の特別利益の「その他」に含まれ

る「固定資産受贈益」は２百万円です。 

(損益計算書) 

１． 「契約解約金等収入」は、前事業年度は営業外収益

の「その他」に含めて表示していましたが、当事業年

度において、営業外収益の総額の 100 分の 10 を超え

たため、区分掲記しています。 

 なお、前事業年度の「契約解約金等収入」は２百万

円です。 

２． 「工事負担金等受入額」は、前事業年度は特別利益

の「その他」に含めて表示していましたが、当事業年

度において、特別利益の総額の 100 分の 10 を超えた

ため、区分掲記しています。 

 なお、前事業年度の「工事負担金等受入額」は１百

万円です。 
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注記事項 

(貸借対照表関係) 

前事業年度 

(平成19年３月31日) 

当事業年度 

(平成20年３月31日) 

※１．有形固定資産の減価償却累計額  27,502百万円 ※１．有形固定資産の減価償却累計額  41,140百万円 

※２．国庫補助金等により取得原価から控除した固定資

産の圧縮記帳累計額   

有形固定資産 

 建物 3百万円

 工具、器具及び備品 20百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 39百万円

なお、当事業年度において国庫補助金等により取

得原価から控除した固定資産の圧縮記帳額は次のと

おりです。 

有形固定資産 

 建物 3百万円

 工具、器具及び備品 20百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 39百万円 

※２．国庫補助金等により取得原価から控除した固定資産

の圧縮記帳累計額   

有形固定資産 

 建物 3百万円

 工具、器具及び備品 20百万円

無形固定資産 

 ソフトウェア 15百万円

 計 39百万円 

※３．担保に供している資産 

（１）中部国際空港の設置及び管理に関する法律(平成10

年法律第 36 号)第７条の規定により、会社の財産を

社債222,320百万円の一般担保に供しています。 

（２）担保に供している資産は次のとおりです。 

建物 66,042百万円

機械及び装置 81百万円

 計 66,123百万円

担保付債務は次のとおりです。 

1年内返済長期借入金 1,167百万円

長期借入金 7,196百万円

 計 8,364百万円 

※３．担保に供している資産 

（１）中部国際空港の設置及び管理に関する法律(平成 10

年法律第 36 号)第７条の規定により、財産を社債

222,320百万円の一般担保に供しています。 

（２）担保に供している資産は次のとおりです。 

建物 63,246百万円

機械及び装置 75百万円

 計 63,321百万円

担保付債務は次のとおりです。 

1年内返済長期借入金 1,167百万円

長期借入金 6,028百万円

 計 7,196百万円 
  ４．偶発債務 

下記の子会社の金融機関からの借入に対して、次の

とおり債務保証を行っています。 

中部国際空港エネルギー供給㈱ 2,320百万円 

  ４．偶発債務 

下記の子会社の金融機関からの借入に対して、次の

とおり債務保証を行っています。 

中部国際空港エネルギー供給㈱ 2,030百万円 
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(損益計算書関係) 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

※１．販売費に属する費用のおおよその割合は52％、一般

管理費に属するおおよその割合は48％です。 

主要な費目及び金額は次のとおりです。 

従業員給与 1,014百万円

賞与引当金繰入額 152百万円

業務委託費 3,401百万円

支払手数料 587百万円

減価償却費 468百万円 

※１．販売費に属する費用のおおよその割合は52％、一

般管理費に属するおおよその割合は48％です。 

主要な費目及び金額は次のとおりです。 

従業員給与 1,034百万円

賞与引当金繰入額 162百万円

業務委託費 3,487百万円

支払手数料 603百万円

減価償却費 550百万円 
※２．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれて

います。 

関係会社よりの業務受託収入 39百万円 

※２．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

ています。 

関係会社よりの業務受託収入 41百万円 
※３．       ―――――――― ※３．前期損益修正益の内訳は次のとおりです。 

過年度仕入修正額 4百万円 
※４．       ―――――――― ※４．前期損益修正損の内訳は次のとおりです。 

過年度固定資産修正額 4百万円 
※５．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 

建物 157百万円

構築物 34百万円

機械及び装置 9百万円

工具、器具及び備品 67百万円

建設仮勘定 4百万円

固定資産撤去費用 33百万円

 計 307百万円 

※５．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 

建物 44百万円

構築物 170百万円

機械及び装置 1百万円

工具、器具及び備品 11百万円

固定資産撤去費用 0百万円

 計 228百万円 
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  （１株当たり情報） 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

 

１株当たり純資産額 49,391.28円

１株当たり当期純利益 666.24円

  

 

１株当たり純資産額 49,519.64円

１株当たり当期純利益 128.36円

  
 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。 

(注)１.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

 
前事業年度 

（平成19年３月31日） 
当事業年度 

（平成20年３月31日） 

純資産合計（百万円） 82,649 82,864 

純資産合計から控除する金額（百万円） － － 

普通株式に係る純資産額（百万円） 82,649 82,864 

事業年度末の普通株式の数（株） 1,673,360 1,673,360 

２.１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

 
前事業年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当期純利益（百万円） 1,114 214 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,114 214 

普通株式の期中平均株式数（株） 1,673,360 1,673,360 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


